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ルート図

2017/08/27

７１歳の名峰アドベンチャー

　　　　　　　　①自宅にて　　　　　　　　　　　　　　　　②ルート図

　しずおか健康長寿財団が年４回発刊している季節情報誌「すこやか長寿　４６号（春号）」（２０１０
月４月）特派員だよりに掲載された望月五郎さんの再びのご登場です。
　前回では日本縦断一人旅の様子を取材させていただきましたが、今回は北アルプス剱岳（つるぎだ
け）から槍ヶ岳を経て上高地に到着するまでのスリルに富んだ山旅をご報告いただきました。
　望月五郎さん（７１歳　写真①）は静岡市葵区松野で生まれ育ち、山と川に囲まれた豊かな自然の
中で生活されてきました。定年退職後しばらくは登山とは距離をおいていましたが、３年前からハイキング
や登山を再始動されました。燕岳や槍ヶ岳、北岳への登山を楽しむ一方、倒木などで荒廃していた故
郷の永遠山（とわやま）ハイキングコースの整備に尽力されています。

　それでは今年の７月下旬から８月上旬にかけての、北アルプス剱岳から上高地に至る縦走の旅（ルー
ト図②）をご紹介します。

【１日目】スタートは剱岳登山口の番場島（富山県上市町）からです。宿泊先の番場島荘（標高７５０
ｍ）を７：００に出発し、早月小屋には１３：３０に到着。１０ｋｇほどのリュックを背負いながらストック無し
で登ります。

【２日目】６：００早月小屋（２,２２４ｍ）を出発し、早月尾根を経て剱岳山頂（２,９９９ｍ）を目指しま
す。山頂からは急峻な岩場を下り、剱沢の三つの小屋の一つ「剣山荘」に到着します（写真③～⑧）。
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　　　　　　　　③剱岳山頂付近から　　　　　　　　　　　　④険しい岩場

　　　　　　　　⑤剱岳山頂の神社　　　　　　　　　　　　　⑥前剱頂上にて
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　　　　　　　　⑦剱沢の剣山荘　　　　　　　　　　　　　　⑧剱沢に残る雪渓

【３日目】６：１５剣山荘（２,４７５ｍ）を出発。剱沢を横断（写真⑨）して、別山（２,８８０ｍ）、雄山（３,
００３ｍ）へと向かいます。その後は一ノ越山荘へと下ります。

　　　　　　　　⑨剱沢のテント場　　　　　　　　　　　　　⑩一ノ越山荘を出発して

【４日目】６：３０一ノ越山荘（２,７００ｍ）を出発（写真⑩）。獅子岳（写真⑪）を経て、危険な雪渓を
通り抜け五色ヶ原山荘に入ります。

【５日目】６：００五色ヶ原山荘（２,４８０ｍ）を出発。１２：４５スゴ乗越小屋へ到着。途中の雪渓で韓
国グループと出会い、写真を撮り合いました（写真⑫）。

　　　　　　　　⑪獅子岳　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫雪渓で韓国グループと
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【６日目】６：００スゴ乗越小屋（２,２７０ｍ）を出発。北薬師岳山頂を経て太郎平小屋へ。この日も天
候は芳しくありませんが、これまでの経路が雲間に見えます（写真⑬）。北薬師岳山頂付近は大岩だら
けの難所ですが、足元の高山植物の可憐な花に心安らぎます（写真⑭）。

　　　　　　　　⑬スゴ乗越小屋を出発して　　　　　　　　　⑭北薬師岳山頂付近

【７日目】５：３０太郎平小屋（２,３３０ｍ）を出発（写真⑮）。天候が回復し、久しぶりに強い陽射しを
浴びました。出発から２時間ほどで花畑の尾根に出ます。遠くに槍ヶ岳が見えます（写真⑯）。
この日は登山口の神岡への分岐点を通過し、黒部五郎岳の肩に出ます。その後カールを下山し、１４：
３０に黒部五郎小舎に到着です。
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　　　　　　　　⑮太郎平小屋出発　　　　　　　　　　　　　⑯花畑の尾根　遠くに槍ヶ岳

【８日目】５：００黒部五郎小舎（２,３５０ｍ）を出発。三俣蓮華岳（２,８４１ｍ）付近は眺望が素晴らし
く（写真⑰）、登山者の数も増えてきます。１１：００には双六小屋に到着です。

　　　　　　　　⑰三俣蓮華岳付近　　　　　　　　　　　　　⑱槍ヶ岳山荘付近

【９日目】５：００双六小屋（２,６００ｍ）を出発。最後の難関、槍ヶ岳への西鎌尾根を進み、１０：２０に
槍ヶ岳山荘に到着しました。山荘前は登山者でいっぱいです。ここで昼食を取り、上高地へ下山します
（写真⑱）。１６：３０徳澤園に到着。井上靖の小説「氷壁」の舞台となった有名な宿です。

【１０日目】８：００徳澤園を出発（写真⑲）。いよいよゴールの上高地へ向かいます。途中で元気いっぱ
いの女性登山グループに写真を頼まれ撮り合いました（写真⑳）。１０：００上高地到着。河童橋は相
変わらず観光客で大賑わいでした。
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　　　　　　　　⑲徳澤園出発　　　　　　　　　　　　　　⑳女性登山グループと

　今回の縦走山旅は直線距離７０ｋｍ、アップダウンを加えれば９０ｋｍほどの距離となります。剱岳から
槍ヶ岳の急峻な岩場や尖刃の谷道等、想像以上の危険な山旅でしたが、色とりどりの高山植物の可
憐な花々や、ハイマツの神秘的な緑、雄大な眺望に癒され、行き会う登山者や山小屋スタッフから頂い
た活力は元気の源となり、まさに感謝感謝の日々でした。

※写真③～⑳は望月さんが撮影

　名峰アドベンチャー望月五郎さんがこのところ注力されているのは、故郷の永遠山（標高６８９ｍ）への
登山参加者を募集している活動です。永遠山は小学２年生でも登れる身近な山であり、自然との一
体感を体験してほしいとの趣旨で、「静岡松野自然塾」の塾長として参加者への指導、アドバイスを行
っています。これまでに２０名ほどが参加されています。ご興味ある方は下記へお問い合わせ下さい。

静岡松野自然塾　塾長：望月五郎　　　
　　　　　　　　　　　　自宅電話　０５４－２９４－１６４７　　
　　　　　　　　　　　　携帯電話　０９０－７０４９－２４４５
　　　

取材：静岡地区担当　生きがい特派員　　竹内　章
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